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金融機関は可変保険料導入を�
視野に戦略立案を�

大
手
企
業
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ
導
入

な
ど
で
対
応
済
み

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
先
立
ち
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
は
格
付

対
象
の
事
業
会
社
の
う
ち
、
各
セ
ク

タ
ー
を
代
表
す
る
複
数
の
企
業
に
そ

の
対
応
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
が
グ
ル
ー
プ
企
業

の
資
金
を
一
元
管
理
す
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
を
導
入
済
み
か
、
あ
る

い
は
近
い
将
来
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の

導
入
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
企
業

の
余
剰
資
金
を
吸
い
上
げ
、
資
金
需

要
の
あ
る
別
の
グ
ル
ー
プ
企
業
に
内

部
融
資
し
て
有
利
子
負
債
と
銀
行
口

座
に
滞
留
す
る
現
金
の
双
方
の
残
高

を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
効
率
的
な

資
金
管
理
が
可
能
に
な
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ

は
銀
行
に
と
っ
て
も
、
複
数
の
銀
行

に
分
散
し
て
い
た
決
済
関
連
の
取
引

を
一
括
し
て
取
り
込
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。

大
手
企
業
の
多
く
が
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
導

入
を
選
択
す
る
背
景
に
は
、
事
業
・

財
務
面
の
再
構
築
に
よ
っ
て
総
じ
て

業
績
が
改
善
し
、
手
元
流
動
資
金
の

余
裕
度
が
増
し
、
そ
の
運
用
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
に
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

が
加
わ
り
、
資
金
を
安
全
に
運
用
す

る
意
識
を
一
段
と
高
め
た
と
分
析
で

き
よ
う
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
が
、

格
付
対
象
企
業
二
四
三
社
を
含
む
日

本
の
事
業
会
社
四
五
七
社
の
信
用
力

指
標
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
年
次
調

査
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
全
社
の
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
〇
一
年
度

か
ら
〇
二
年
度
で
二
二
・
六
％
増
、

〇
二
年
度
か
ら
〇
三
年
度
で
一
八
・

八
％
増
と
な
っ
た
一
方
、
有
利
子
負

債
総
額
は
〇
一
年
度
か
ら
〇
二
年
度

で
五
・
九
％
減
、
〇
二
年
度
か
ら
〇

三
年
度
で
六
・
七
％
減
少
し
た
（
別

図
）。Ｃ

Ｍ
Ｓ
の
導
入
以
外
の
ペ
イ
オ
フ

対
策
と
し
て
は
、
複
数
の
金
融
機
関

に
預
金
を
分
散
し
た
り
、
保
護
対
象

の
当
座
預
金
に
預
け
替
え
た
り
と
い

っ
た
、
一
般
預
金
者
と
同
様
の
対
策

を
と
る
事
業
会
社
が
多
い
。

取
引
金
融
機
関
の
選
別
に
あ
た
っ

て
は
、
当
社
な
ど
格
付
会
社
が
付
与

し
て
い
る
信
用
格
付
を
参
考
と
す
る

企
業
は
多
い
。
格
付
の
ほ
か
に
は
、

自
己
資
本
比
率
や
不
良
債
権
比
率
で

独
自
の
基
準
を
設
け
て
い
る
例
も
多

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
よ
る
預
金
保
護
制
度
の
縮
小
が
金
融
機
関
の
格
付
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
預
金
者

に
よ
る
金
融
機
関
の
選
別
が
進
め
ば
、
信
用
力
格
差
が
徐
々
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
可
変
保
険
料
率
の
導
入
可
能

性
な
ど
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
金
融
機
関
に
は
健
全
化
に
向
け
た
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
よ
う
（
な
お
本
稿
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
の
信
用
市
場
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
ア
ナ
リ
ス
ト
、
根
本
直
子
、
大
槻
奈
那
、
小
林
修
、
柿
本
与

子
の
分
析
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
）。
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年
度
明
け
後
早
々
に 

ゼ
ロ
金
利
へ
回
帰

　

「
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
安
感
は

大
幅
に
後
退
し
て
い
る
」。
福
井
日

銀
総
裁
は
こ
う
公
言
す
る
。
金
融
短

期
市
場
の
参
加
者
も
、
こ
の
見
解
に

違
和
感
を
も
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

短
期
市
場
は
こ
の
数
年
、
金
融
再

編
や
株
安
と
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
生

時
に
金
利
上
昇
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
幾
度
も
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、

量
的
緩
和
の
も
と
で
日
銀
当
座
預
金

残
高
が
二
五
兆
円
を
超
え
た
〇
三
年

春
あ
た
り
か
ら
は
、
コ
ー
ル
、
短
期

国
債
、
レ
ポ
な
ど
の
各
市
場
で
金
利

が
ゼ
ロ
水
準
に
固
定
さ
れ
、
そ
う
し

た
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
消
え
て
い

る
。

　

一
方
、
今
年
に
入
り
、
資
金
供
給

オ
ペ
の
札
割
れ
が
多
発
し
て
い
る
。

日
銀
当
座
預
金
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ン

ジ
三
〇
〜
三
五
兆
円
の
下
限
維
持
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
だ
。
以
前
は
金
融

シ
ス
テ
ム
へ
の
不
安
感
を
背
景
に
予

備
的
流
動
性
の
保
有
動
機
が
強
く
、

日
銀
オ
ペ
参
加
銀
行
が
供
給
オ
ペ
に

積
極
的
に
応
札
し
て
い
た
。
最
近
の

札
割
れ
多
発
は
予
備
的
動
機
が
減
退

し
、
市
場
参
加
者
が
正
常
な
流
動
性

運
営
を
模
索
し
始
め
た
こ
と
の
証
と

も
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
な
か
で

迎
え
た
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
は
、
金

融
シ
ス
テ
ム
不
安
に
対
す
る
市
場
の

ス
ト
レ
ス
耐
性
を
測
る
テ
ス
ト
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
は
い
か
が
で
あ
っ

た
か
。

　

当
初
、
年
度
末
越
え
オ
ー
バ
ー
ナ

イ
ト
（
以
下
、
Ｏ
／
Ｎ
）
資
金
の
取

引
金
利
は
、
お
も
に
証
券
会
社
の
調

達
手
段
で
あ
る
レ
ポ
や
外
銀
主
体
の

ユ
ー
ロ
円
と
い
っ
た
一
部
の
市
場
に

お
い
て
著
し
く
上
昇
し
た
。
両
市
場

で
の
年
度
末
越
え
取
引
は
最
終
日
の

前
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
が
、
大
部

分
の
時
間
帯
で
本
来
な
ら
市
場
金
利

の
上
限
メ
ド
と
な
る
日
銀
補
完
貸
付

金
利
〇
・
一
〇
％
を
大
き
く
上
回
る

取
引
が
観
測
さ
れ
た
。
し
か
し
、
年

度
末
最
終
日
に
主
戦
場
を
迎
え
た
邦

銀
勢
主
体
の
コ
ー
ル
市
場
で
は
、
取

引
レ
ン
ジ
が
〇
・
〇
〇
五
〜
〇
・
〇

三
％
ま
で
切
り
下
が
り
、
総
じ
て
落

ち
着
き
を
み
せ
て
い
た
。
ま
た
、
年

度
明
け
後
は
、
各
市
場
と
も
早
々
に

ゼ
ロ
金
利
へ
の
回
帰
を
果
た
し
て
い

る
。

　

テ
ス
ト
結
果
の
評
価
は
、
高
得
点

で
は
な
い
も
の
の
及
第
点
、
と
い
っ
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市
場
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
テ
ス
ト
で
及
第
点�
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ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
、
金
融
平
時
モ
ー
ド
へ
�

短
期
市
場
正
常
化
に
向
け
た�

意
味
の
あ
る
一
歩�

東
京
三
菱
銀
行�

資
金
証
券
部
　
円
資
金
デ
ス
ク
チ
ー
フ�

　
松
田
　
丈
太
郎�

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
た
年
度
末
越
え
の
資
金
市
場
で
は
一
部
に
金
利
上
昇
が
み

ら
れ
た
も
の
の
、
邦
銀
勢
主
体
の
コ
ー
ル
市
場
は
総
じ
て
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
た
。
金
融
シ
ス
テ
ム
不

安
が
大
幅
に
後
退
し
た
い
ま
、
い
よ
い
よ
短
期
金
融
市
場
の
復
活
が
課
題
に
の
ぼ
る
。
復
活
に
向
け
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
①
過
剰
流
動
性
の
回
収
、
②
資
金
仲
介
・
金
利
形
成
機
能
の
蘇
生
、
③
金
融
機
関
の
資
金
繰

り
体
制
再
構
築
、
の
三
段
階
を
踏
む
と
予
想
さ
れ
る
。
潤
沢
な
流
動
性
供
給
に
慣
れ
て
き
た
市
場
は
脆
弱

で
あ
り
、
機
能
蘇
生
に
は
時
間
を
か
け
て
安
定
化
装
置
を
か
け
な
が
ら
臨
む
必
要
が
あ
る
。




